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循環＝器障害の疫学的研究
一品井県下一農村地区住民の循環器検診成績を中心として一

その2’脳卒中発生に関する4年間の追跡調査成績

金沢大学大学院医学研究科公衆衛生学講座（主任

　　　　　　　　窪　　木　　外　　造

重松逸造教授）

（昭和42年3月14日受付）

本論文の一部門第17回日本医学会総会，衛生関係6分半会連合学会において発表した．

　循環器疾患に対する疫学的アプローチで最も重要視

されているのは母集団を明確に設定して追求調査を行

なうことである．その結果に基づいて当初の循環器検

診の所見が評価され，またその間に用いた検査手技の

適否も正しく判断される．しかし現実にはある集団を

対象に追求調査を行なうことは，とくに地域住民の場

合極めて困難iなことであって，従来よりこの点につい

ての研究1）2）3）4）5）6）は少ない．

　著者は循環器障害の疫学的特性を明らかにする目的

で，福井県芦原町本荘地区住民の循環器検診を昭和37

年8月以来毎年継続的に行なっている．当初に実施し

た循環器検診の断面成績については前諾7）で報告した

が，今回は昭和37年8，月から4年間の追跡調査中に同

地区住民中より発生した脳卒中死亡者および発作者に

ついて，初回検診成績や各種生活環境要因との関係を

検討したので，ここにその成績の概要について報告す

る．

研　究　方　法

　本研究の対象は前田7）で述べた福井県芦原町本荘地

区に住む6歳以上の住民2，934入（男子1，417人，女子

1，517入）で，この地区について昭和37年8月から昭

和41年7月までの4年間に発生した死亡者と転出者は

毎年8月に同地区保健所や町役場を通じて調査を実施

した．また脳卒中死亡者については病型別に分類を行

なうために脳卒中と診断した医師に脳卒中調査票を記

入してもらい，この調査票から昭和38年6月の文部省

総合研究班「脳卒中の分類とその診断基準」の判定基

準により判型別に分類した．なおこの調査票の主な項

目としては発作前の状況，発作前の諸検査成績，発作

日時・場所，発作直前の状況，発作時の症状，発作後

の転帰，発作以後の諸検査成績などが含まれている．

　昭和37年8月に6歳以上の同地区住民の循環器検診

を実施して受診者は2，093入（男子916人，女子1，177

人），受診率は71．3％であったが，この受診者のうち

で同年8月から4年間に発生した全死亡者，脳卒中死

亡者および発作者から，昭和37年8月の検診成績や

各種生活環境要因の別に死亡率または発生率を入年

（person　year）法で計算した．　また脳卒中発作者は

管理検診，医師連絡，保健所保健婦の地区訪問などに

よって把握を行ない，病型別の分類は上記の死亡者と

同じ方法を用いた．

研　究　成　績

　1．対象者の死亡，転出状況

　6歳以上の地区全住民2，934人について昭和37年8

．月より昭和41年7月までの4年間における性，年齢別

死亡者数および転出者数を表1に示す．死亡者は男子

56人（4．0％），女子52人（3．4％）で，男女とも6～

9歳では死亡者がなく，死亡率は10～19歳の0．4％か

ら年齢とともに増加して70歳以上の28．4％に達してい

る．また40～49歳と50～59歳の男子の死亡率が同年齢

の女子の死亡率の約3倍の高率であるが，その他の年

齢では男女間に著差がみられない．

　なお転出者は男子122人（8．6％），女子159人（10．5

％）と女子の転出者がわずかに多かった．年齢別では

　Epidemiologic　Study　of　Cerebrovascular　Disorder－Population　Survey　in　a　Rural
District　in　Fukui　Prefecture－　Part　2．　Mortality　and　Incidence　of　Strokes　during

the　4　Years　Follow－up．　Sotozo　Kuboki，　Department　of　Public　Health（Directorl

Pro五1．　Shigematsu），　School　of　Medicine，　Kanazawa　University．
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黎胡｝還聯

20～29歳の女子が28．3％と最も多く，ついで10～19歳

の女子が21．3％で，男子でもそれぞれ18．7％，19．5％

とこれらの年齢階級での転出者が大部分を占めてお

り，他の年齢層は極くわずかであった．

　　2．死亡者の死亡原因

　昭和37年8月より4年間における6歳以上の全死亡

者108入の死亡原因を性，年齢別にみると表2a，　b

に示すとおりで，男子は脳卒中死亡者が16人（対1，000

人年，3．0），心疾患が3入（0．6），その他が37人（7．0），

女子ではそれぞれ12人（2．1），5人（0．9），35人（6．2）

である．

　年齢階級別の脳卒中死亡率（対1，000人年）は男子

では40～49歳が1．8，50～59歳1．6，60～69歳17．8，70

歳以上27．3，女子では49歳までは1名もなく，50～59

歳3．4，60～69歳2．3，70歳以上26．2と男子では60歳以

上，女子では70歳以上が高い死亡率を示していた．脳

卒中の病型別にみると男子の16例中脳出血が9例，脳

塞栓1例，分類不明6例と脳出血が多いが，女子では

12例中脳出血4例，脳血栓6例，分類不明2例で，男

子でみられない脳血栓が半数を占めていた．

　つぎに心疾患による死亡者は，男子が40～49歳で1

人（対1，000入年，1．8），70歳以上で2入（9．1）であ

った．女子では40～49歳と60～69歳にそれぞれ1人

（1．1，2．3）および70歳以上に3人（8．7）で男女とも

に脳卒中の死亡率に比べて低く，その大部分はうっ血

性心不全で，心筋硬塞は男女とも1例もみられなかっ

た．

　その他の死因は男子では悪性新生物が多く，ついで

不慮の事故，肺炎，腎炎の順であったが，女子では肺

炎が多く，ついで悪性新生物であった．

　　3．対象畠中の検診受診者と未受診者の死亡状況

　昭和37年8，月の検診における受診者と未受診者の4

年間における死亡状況を性，年齢別に観察したのが表

3である．　まず受診者の総死亡率（対1，000人年）は

男子が8．2，女子が5．5，未受診者ではそれぞれ15．3，

24．9と高く，とくに女子未受診者の死亡率が高くなつ

’ている．また年齢別にみると，受診者のうち6～19歳

1旨では死亡者がなく，20～39歳が3．5，40～59歳が8．3，

ま60歳以上が28．1で，未受診者ではそれぞれ3．5，0．9，

わ径8．7，102．9と60歳以上の未受診者の死亡率が著しく高

（率である，

　　なお脳卒中死亡者（対1，000人年）は受診者男子が
）　2．3，女子が1．1，未受診者ではそれぞれ4．5，6．5とや

　はり未受診者の死亡率が高く，ことに60歳以上の未受

　診者男子は36．4，女子は26．3と極めて高い死亡率を示

　していた．心疾患およびその他の疾患も脳卒中と同様



　　　　　　　循環器障害の疫学的研究　（その2）

表2a　4年間（昭37．8．1～昭41。7。31）における年齢別死亡者数　（男子）
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区
分総数16－9歳1。一、9歳2。一29歳13。一39歳14。一49歳r5。一59歳6。一69歳7。歳以上

葱都年数）15295－15・71・32gl　75・1862154116281448122・

　総死亡

　脳卒中
r脳出血

一
t

　脳血栓
　脳塞栓
　分類不明

　心疾患
　心筋硬塞｛繍
　その他
　悪性新生物

　老　　衰
　不慮の事故

　肺　　炎
　腎　　炎
　自　　殺

　その他

56（10．6）

16（3．0）

　9

　1
　6
3（0．6）

　3
37（7．0）

　8
　3
　6
　5
　5
　3
　8

2（1．5）

2（1．5）

　1

1

3（4．0）

）04

2

（3

1

1（　1．2）16（11．1）

　一　1（1．8）

　　　　1

1（1．2）

　1

1（1．8）

　1

4（7．4）

　1

　1

ー
エ
ー
ユ

10（15．9）

1（1．6）

　1

9（14．3）

　2

2
1
占
4

15（33．5）

8（17．8）

　5

　1
　2

7（15．6）

　3

　1
　1
　1

　1

19（86．4）

6（27．3）

　2

　4
2（9．1）

　2
11（50．0）

　1
　3

　4
　1

　2
（　）内は死亡率（対1000人年）を示す．

　　表2b　4年聞（昭37．8．1～昭41．7．31）における年齢別死亡者数　（女子）

区 分 総：数 6～9歳 10～19歳 20～29歳
3。一39歳14。一49歳

　　1
50～59歳 60～69歳 70歳以上

対賭（入年数）i564・14581・2・7｝845189687・i　58914321344

　総死亡
　脳卒中
　脳出血
　脳血栓
　脳塞栓
　分類不明

　心疾患

．燃1

　その他
　悪性新生物

　一老　　衰

　不慮の事故

　肺　　炎
　腎　　炎
　自　　殺

　その他

52（9．4）

12（2．1）

　4
　6

　2
5（0．9）

　4
　1
35（6．2）

　7
　2
　1
　9
　3

　13

1（0．8）

1（0．8）

1

1（1．2）

1（1．2）

　1

4（4．5）

4（4．5）

　1

3

3（3．4）

1（1、1）

　1

2（2。3）

　1

1

3（5．1）

2（3．4）

　1
　1

1（1．7）

　1

）552（11

紛

2
1

（1

32（1

1
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a
3

②9

－
－
2
　
3

29（84．3）

9（26．2）

　2
　5

　2
3（8．7）

　2
　1
17（49．4）

　1
　2

　8

　6
（　）内は死亡率（対1000旧年）を示す．
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に男女とも60歳以上の未受診者死亡率が著しく高くな

っている．

　4．昭和37年検診受診者からの脳卒中新発生状況

　昭和37年検診受診者について，前述した方法で把握

した4年間の脳卒中新発作者を性，年齢別に観察する

と，表4に示すごとく，新発作者は男子14入，女子16

入で，発生率（対1，000人年）は男子4．0，女子3．5と

なる．年齢別には男子の39歳以下には新発作者がなく

40～49歳の発生率が5．8，50～59歳が4．0，60～69歳が

24．3，70歳以上で16．8と60～69歳で最も多くなってい

る．女子では30～39歳の3．7から年齢とともに増加し

て70歳以上の26．4が最高を示している．

　病一別では脳出血対脳血栓の比が男子の6：3に対

して，女子では5：6と脳血栓が男子より多くみられ

る．さらに脳血栓は脳出血に比べて高年齢層に多く60

歳以上が大半を占めている．分類不明が男子4入，女

子5入とかなりみられ，脳塞栓は60～69歳の男子で1

人みられるだけである．新発作者のうちの死亡者は，

40～49歳1入，50～59歳2人，60～69歳3人，70歳以

上5人と年齢とともに増加している．

　5．昭和37年検診成績別の総死亡率，脳卒中死亡率

および脳卒中発生率

　昭和37年検診の受診者のうち，脳卒中死亡者は前述

したとおり男女とも40歳以上であり，女子の脳卒中新

発作者が30～39歳に3人みられたが，男子では39歳以

下に1人もみられないため，40歳以上の総死亡者46人

（男子25入，女子21人），脳卒中死亡者13人（男子8人，

女子5人）および脳卒中新発作者27人（男子14入，女

子13入）について，各検診成績ごとの死亡率（対1，000

同年）と発生率（対1，000人年）を比較1した．

　1）血圧値　最大，最小血圧値を組合せて，正常血

圧群（149mmHg以下および89　mmHg以下），軽

度高血圧群（150～1791nmHg・および／また1は90～

109mmHg），高血圧群（180mmHg以上および／ま

たは110mmHg以上）の3群に分けて総死亡率をみ

ると，図1aのごとく男子では高血圧群が41．3，軽度

高血圧群22．7，正常血圧群14．6，女子ではそれぞれ

39．2，18．8，4．3と男女とも高血圧群の死亡率が高く

なっている．脳卒中死亡率も男子の場合高血圧群は

24．8，軽度高血圧群5．7，正常血圧群3．6，女子の各群

の脳卒中死亡率はそれぞれ7．8，5．1，0．9と総死亡率

と同・じく高血圧群に高い．男子の高血圧群と正常血圧

群の脳卒中死亡は女子のそれらの死亡率よりも高率を

示している．

　最大血圧の総死亡率と脳卒中死亡率については男女

ともに血圧群と同じ傾向である．最小血圧では男子の

表4　4年間の性，年齢別脳卒中新発作者

区 分

総

数

男

女

総：　数

30～39歳

40～49

50～59

60～69

70～

総　　数

30～39歳

40～49

50～59

60～69

70～

総　　数

30～39歳

40～49

50～59

60～69

70～

観察者

（入年）

8083

1337

1121

1049

688

309

3525

534

347

501

330

119

4558

803

774

548

358

190

新発作者

30（3．7）

3（2．2）

4（3．6）

5（4．8）

11（16．0）

7（22．7）

14（4．0）

2（5．8）

2（4．0）

8（24．3）

2（16．8）

16（3．5）

3（3．7）

2（2．6）

3（5．4）

3（8．4）

5（26．4）

病型別（再掲）
脳出血1脳血栓【月耀倒纐棚

11（1．4）

1（0．7）

2〈1．8）

3（2．9）

5（7．3）

6（1．7）

1（2．9）

1（2．0）

4（12．1）

5（1．1）

1（1．2）

1（1．3）

2（3．6）

1（2．8）

9（1．1）

1（0，7）

1（0．9）

2（2．9）

5（16．2）

3（0．9）

1（2．9）

2（6．1）

6（1．3）

1（1．2）

5（26．4）

1（0．1）

1（1．5）

1（0．3）

1（3．0）

9（1．1）

1（0．7）

1（0．9）

2（1．9）

3（4．4）

2（6．5）

4（1．1）

　1（2．0）

　1（3．0）
12（・6・8）

5（1．1）

1（1．2）

1（1．3）

1（1．8）

2（5．6）

発作死亡者

（再　掲）

11（1．4）

1（0．9）

2（1．9）

3（4．4）

5（16．2）

6（1．7）

1（2．9）

1（2．0）

3（9．1）

1（8．4）

5（1．1）

1（1．8）

4（21．1）

（　）内は発生率（対1000人年）を示す．
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110mmHg以上の群の総死亡率および脳卒中死亡率

がそれ以下の群に比べて著しく高率であるが，女子で

は90～109mmHgの群が最も高率である．

　つぎに脳卒中発生率（対1，000人年）について観察

すると図1bのごとく，男子の高血圧群では66．0，軽

度高血圧群が11．4，正常血圧群が2．4，女子ではそれ

ぞれ31．3，8．6，3．5と総死亡率あるいは脳卒中死亡率

の場合と同じような傾向がみられる．発作死亡者につ

いては血圧群別に羽差がみられない．

　また最大，最小血圧のおのおのについて脳卒中発生

　　　　　　　　図1a

対1，000人年
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圧
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二

二
20

∩
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．

率をみると，最大血圧では男女とも180mmHg以

上，最小血圧では男子110mmHg以上，女子90～

109mmHgの各群の脳卒中発生率が最も高くなって

いた．

　さらに生存者（40歳以上で4年聞事故のなかったも

の），総死亡者，脳卒中死亡者および脳卒中新発作者

について最大血圧の平均値をみると男子ではそれぞれ

139mmH：g，144　mmHg，157　mmHg，174　mmHg，

女子は138mmH：g，・159　mlnHg，178mm　Hg，167

mmHgと女子の総死亡者を除いていずれも生存者よ
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血

図1b　血圧群別および最大血圧および最小血圧別の脳卒中発生率
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りも有意に高くなっている．最小血圧の場合でも，男

子の生存者84mmHgに対し総死亡者が90　mmHg，

脳卒中死亡者97mmHg，脳卒中新発作者99　mmH：g

であり，女子の生存者83mmHgに対してもそれぞ

れ89mmHg，95　mmHg，94mmHgとすべて有意
差があった．

　2）心電図　心電図所見を異常なし，軽度異常，異

常の3群に分けて死亡および脳卒中発生の状況をみる

と，まず総死亡率（対1，000人年）は（図2a），男子で

は異常群が80．3，軽度異常群が19．8，異常なし群が

12，1であり，女子ではそれぞれ33．1，6．0，8．0と男女

とも異常群が最も高率であり，また各群とも男子が女

子より高い死亡率を示している．しかし女子の軽度異

常群の総死亡率は異常なし群よりもかえって低率とな

っている．

　脳卒中死亡率（対1，000入年）では異常なし群の男

子と軽度異常群の女子で死亡者がみられず，心電図異

常の男子48．2，女子16．6が最も高率となっている．さ
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らに脳卒中発生率（対1，000人年）でも（図2b），男

子の異常群が64．2，軽度異常群が23．7，異常なし群が

8．0，女子ではそれぞれ24．8，3，0，13．4と総死亡や

脳卒中死亡の場合と同じく異常群が最も高くなってい

る．発作死亡者では男子の異常群が著明に多いが女子

では異常群とその他の群の問に三差がみられない．

　3）眼底眼底所見をScheie集検変法により判

定を行ない，各群別に総死亡率（対1，000人年）を観

察すると（図3a），男子では2～3度群の死亡率が

44．0，1度群が15．4，0度群が4．9，女子では1度群

に死亡者がなく，2～3度群で25．0，0度群で14．5

と男女とも2～3度群の死亡率が最も高く，また女

子は男子より低いが，0度群では逆に男子の死亡率

が低くなっている．脳卒中死亡では，総死亡の場合と

同じく，男女とも2～3度群の死亡者が多くなってい

るが著明でない．また脳卒中発生率では（図3b）男

子の1度群が36．0と最も高く，ついで2～3度群の

11．0，0度群の9．8の順であるが，女子は2～3度群

の25．0，0晶群の11．6，1度群の4．8と眼底所見の程

度と脳卒中発生率には明らかな関係はみられない．発

作死亡者でも著差がみられなかった．

　4）比体重　身長と体重から算出した比体重を男子

は0．37以上，女子は0．35以上を大の区分とし，これ以

外のものを小として男女別に2区分した．図4aのご

とく男子の総死亡率（対1，000入年）では比体重大の

群が12．0，比体重小の群20．4，女子では比体重大の群
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からの死亡者がなく，比体重小の群で12．8と男女とも

比体重小の群に高率となっている．脳卒中死亡者につ

いては男女ともに差がみられない．

　脳卒中発生率についてみると（図4b），男女とも総

死亡者と同様に比体重小の群が高率を示すが，その差

は総死亡ほど著明ではない．

　また比体重の平均値では男子生存者の0．33に対し

て，総：死亡者が0．31，脳卒中死亡者および脳卒中新発

作者が0．32で総死亡者との間に有意差がみられた．

　女子では生存者の0．30に対して，総死亡者および脳

卒中i死亡者が0．28，脳卒中新発作者が0．31で総死亡者

と脳卒中死亡者の方に比体重の小さい傾向があるが有

意でない．

　5）心胸比　胸部X線間i接フィルムについて計測し

た心胸比が52％以下の群と53％以上の群の2区分にし

て’総死亡率をみると（図5a），男子の場合53％以上

の群が11．5，52％以下の群が20，6と53％以上の群の死

亡率が低いが，女子では53％以上の群が15．6，52％以

下の群が8．7と53％以上の群の方が高くなっている．

　脳卒中死亡では男子の53％以上群が7．7，52％以下

群が5．9，女子ではそれぞれ4．2，1．7と男女とも両群

間に著差がみられない．また脳卒中発生率の場合（図

5b）男子が53％以上群19．2，52％以下群8．8，女子

ではそれぞれ12．7，3．5と53％以上群が高率である．

発作死亡者については著差がみられない．

　つぎに心胸比の平均値をみると男子の場合，生存者

の49％に対して総死亡者が49％，脳卒中死亡者53％，

脳卒中新発作者51％と心胸比はそれほど大きくはない

　　　図3a　眼底所見別の総死亡率と脳卒中死亡率
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が，女子では生存者の心胸比が52％であるのに対し

て，総死亡者が56％，脳卒中死亡者が59％，脳卒中新

発作者が57％といずれも心胸比が有意に大きくなって

いる．

　6）尿蛋白と尿糖　尿蛋白を（一）（陰性）群と（＋）

（陽性）群に区分して総死亡率（対1，000人年）を観察

すると（図6a），男子では（＋）群が64．8，（一）群

が17．9，女子ではそれぞれ39，6，14，2で男女ともに

（＋）群の死亡率が著明に高い．脳卒中死亡の場合，

女子は（＋）群の死亡者がなく，（一）群の死亡率が

4．4，男子では（＋）群が48．6，（一）群が4．8と（＋）

群の脳卒中死亡率が10倍の高率を示している．また脳

卒中発生率でも（図6b），男子の（＋）i群が81．0，

（一）群が10．7と著明がみられるが，女子ではそれぞ

れ13．2，12．0と大差がない．

　図7a，　bをみると尿糖は尿蛋白と同様に男子では

（＋）群の総死亡率，脳卒中死亡率および脳卒中発生

率がいずれも高率であるが，女子では尿糖の（＋）群
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　　　　　　　　　　　　図5b　心胸比と脳卒中発生率
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が脳卒中新発作者に1人だけしかみられないためその

傾向を知ることができない．

　7）年齢指標　年齢指標は診察時に被検者が実際の

年齢よりも若くみえる（Y），年齢相応である（1），

老けてみえる（0）といった点を主観的に判断して記

載したもので，ここでは老けてみえるもの（0）と若

くみえるものおよび年齢相応（Yおよび1）の2群に

分けて観察した．総死亡率（対1，000一年）では図8a

のごとく，男子の0群が23．1，Y，1群が17．9，女子

ではそれぞれ18．0，9．1と男女とも0群の死亡率が高

い傾向にある．脳卒中死亡率でも総死亡と同じく0’群

の男子は8．7，女子は4．5で，ともにY，1群より高率を

示している．また脳卒中発生率では図8bに示すよう

に男子の0群が17．4，Y，1群が8．4，女子ではそれ

ぞれ6．3，7．0と男子では0群の発生率が高いが，女子

では0群が低くなっているが，その差は著明でない．

　8）血清総コレステロール　血清総コレステロール

値を199mg／d1以下，200～249　mg／dl，250　mg／d1

以上の3段階に分けて男女計の総死亡率をみると図9

aのごとく，250nig／dl以上の群が25．0，200～249

mg／d1の群が15．6，199　mg／dl以下の群が36．3と

199mg／d1以下の群の死亡率が最も高いが，脳卒中発

生率では図9bに示すようにそれぞれ25．0，31．3，

25．9と200～249mg／dlの群の発生率がやや高くなっ

ている．

　また血清総コレステロールの平均値をみると，男子

の生存者の183mg／d1に対して，総死亡者が170

mg／dl，脳卒中死亡者165　mg／d1，脳卒中新発作者

167mg／d1といずれも有意差がみられない．女子では

生存者の193mg／dlに対して，総死亡者が196mg／

d1，脳卒中死亡者182　mg／d1，脳卒中新発作者239

mg／dlと脳卒中新発作者に高い傾向がみられた．

　9）血圧，尿蛋白，心電図および眼底の組合せ　40

歳以上の受診者のうちで血圧測定，尿検査，心電図検

査および眼底撮影の4項目とも検査を受けた307入を

対象に，血圧値は軽度高血圧群と高血圧群，尿蛋白は

陽性，心電図は軽度異常群と異常群，眼底は1～3度

をそれぞれ（＋）として，血圧と他の3項目を組合せ

て総死亡比をみると図10aに示すように，4項目とも

（一）のものは死亡者は1人もなく，血圧（一）で他項
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図8a　年齢指標と総死亡率および脳卒中死亡率
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図10a　血圧，尿蛋白，心電図および眼底の

　　組合せと総死亡比および脳卒中死亡比
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　　　　　　　　図12a　既往症による総死亡率と脳卒中死亡率（男女計）
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図13回目両親の脳卒中，心臓病および癌の死亡と、

　　本人の総死亡率と脳卒中死亡率　（男女計）
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目に（＋）のあるものが1．3％，血圧（＋）で他項目

全部（一）が6．7％，血圧（＋）で他項目にも（＋）

のあるものが10．7％と血圧が高くて他に所見のあるも

のの死亡比が最も高くなっている．脳卒中死亡者でも

それぞれ0％，1．3％，2．5％，4．8％と総死亡比と同

じ傾向を示している．

　脳卒中発生比では血圧（一）で他項目も（一）が8．0

％で，血圧（一）で他項目（＋）や血圧（＋）で他項

目（一）のそれぞれ1．3％，5．0％より多いが，血圧

（＋）で他項目（＋）が14．3％と最高の比を示してい

る．発作死亡者については総死亡者と同じ傾向を示す

が著明でない．

　10）自覚症状　昭和37年の検：診時に肩こり，夜間頻

尿，耳鳴り，立ちくちみ・のぼせ，息切れ・どうき，

胸痛，頭痛などの循環器系の自覚症状を中心に問診を

行なっているが，総死亡率（対1，000入年）を男女計

について観察すると，図11aのとおりで自覚症状な・し

の11．6より死亡率の高いのは胸痛33．6，夜間頻尿

28．0，耳鳴り22．1，息切れ・どうき12．9の順である．

脳卒中死亡率では胸痛の8，4，耳鳴りの5．5が自覚症状

なしの4．8よりわずかに高率を示している．

　また脳卒中発生率についてみると図11bのごとく，

自覚症状なしの7．7より発生率の高いのは胸痛の25．2，

息切れ・どうきの12．9，耳鳴りの11．1であった．発作

死亡者では胸痛だけが，自覚症状なしより高率を示し

ていた．

図14a　酒，たばこと総死亡率および脳卒中死亡率（男子のみ）
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　1D既往歴　高血圧症や心臓病などの既往症を男女

計について観察すると図12a，　bのとおりである．ま

ず総死亡率では高血圧症の既往者が28．9で最：も高率で

あり，ついで腎臓病の22．6，肝臓病の19．7，心臓病の

17．1が既往歴なし8．2の2倍以上の死亡率を示してい

る．脳卒中死亡率については高血圧症の既往者14．5，

腎臓病の7．5，および肝臓病の・3．9が既往症なし1．8の

2倍似上の高率となっている．

　また脳卒中発生率では総死亡者と同じように高血圧

症，腎臓病，心臓病および肝臓病の既往者が既往症な

し4～2倍以上の高率であり，発作死亡者は高血圧症，

腎臓病，肝臓病に多くみられた．

　12）家族歴両親の一方あるいは両方の死亡の確認

されたもので，脳卒中，心臓病あるいは癌の死亡のあ

る家族歴について観察すると，総死亡では図13aのご

とく，脳卒中の家族歴ありが11．0，心臓病の家族歴あ

りが8．1，癌の家族歴ありが27．4と癌の家族歴ありが

：最も高率である，脳卒中死亡率では各家族歴とも著差

がみられない．

　脳卒中発生率の場合（図13b），心臓病の家族歴あ

りが脳卒中，癌の家族歴ありに比べてやや高い発生率

を示すがその差は著明でない．

　6．嗜好と食習慣別にみた総死亡率，脳卒中死亡率

および脳卒中発生率

　昭和37年検：診の際，問診によって嗜好や食習慣を調

査したが，これらの項目について総死亡率，脳卒中死

亡率および脳卒中発生率を観察した．　（図14a，　bお

よび図15a，　b）．男子のみについて酒の量による総

死亡率をみると多量が9．3，普通が14．5，少量が13．4．

飲まないが27．9と飲まない者の死亡率が最も高い．

また脳卒中発生率でも飲まない者の率が16．7，少量が

8．0，普通が3．6，多量が9．3と飲まない者の発生率が

最高である。

　たばこを男子のみについて総死亡率をみると20本以

上が24．1，1～19本が20．4，0本が16．3と20本以上の

多量喫煙者の死亡率が高率である．脳卒中死亡率でも

それぞれ12．1，7．8，2．0と総死亡率と同じく20本以上

の喫煙者の死亡率が高くなっているが，脳卒中発生率

は20本以上が6．0，1～19本が11．0，0本が12．2と総

死亡率の場合とは逆に20本以上の発生率が最低を示し

ている．

　食習慣についての総死亡率をみると図15aのごと

図15a　食習慣と総死亡率および脳卒中死亡率
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く，ごはんの6杯以下のものが7杯以上のものよりや

や高い死亡率である．魚・肉の時々摂取するものが週

数回および毎日摂取するものに比べて著明に高率であ

る．油物では普通および好きのものがきらいのものよ

り高い死亡率を示し，塩味では濃い，普通および薄いの

間に著差がみられない．牛乳は毎日および時々飲むも

のが飲まないものより高い死亡率を示した．脳卒中死

亡率では魚・肉の時々摂取するものが週数回および毎

日摂取するものに比べて高率である．牛乳は毎日飲む

ものの脳卒中死亡率が飲まないものに比べて高くなっ

ているほかは，ごはん，油物，塩味で著差がみられない．

　脳卒中発生率については図15bのごとく，脳卒中死

亡者と同じように魚・肉の時々摂取するものと，牛乳

を毎日飲むものとに高い発生率がみとめられた．

　7．生活環境要因別にみた総死亡率，脳卒中死亡率

および脳卒中発生率

　職業，1人当りのたたみ数および部屋数について総

死亡率を観察すると図16aのごとく，職業および部屋

数では著差がみられないが，1入当りのたたみ数が4

畳以下の6．1に対し，5～9畳の23．0，10畳以上の

30．4と10畳以上が最も高い死亡率を示していた．

　脳卒中死亡率では1人当りのたたみ数で5～9畳に

やや高い傾向がみられる．ほかめ職業や部屋数では死

亡率に差がみられない．

　また脳卒中発生率について観察すると図16bのごと

く，職業では農業に，1入当りのたたみ数で．はたたみ

数の多いほどに，部屋数では4室以下にそれぞれ高い

傾向を示すが，その発生率の差は著明でない．

　　　　図16a　職業，たたみ数，部屋数別の総死亡率と脳卒中死亡率（男女計）
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　耕うん機，ストーブ，洗濯機，冷蔵庫，扇風機など

の耐久消費財の有無別に総死亡率をみると図17aのご

とく，ストーブ，洗濯機および冷蔵庫のないものがあ

るものより高い死亡率であったが，耕うん機と扇風機

．で億著差がみられなかった．

　脳卒中死亡率では耕うん機，ストーブ，洗濯機，冷

蔵庫および扇風機のないものがあるものより・やや高い

傾向がみちれた．　一一一　一

・脳卒中発生率にについては図17bのとおり，扇風機

以外は脳卒中死亡率と同じように保有しないものに発

生率が高い傾向を示していた．

考 察

　1．脳卒中の発作を事前の検査成績を通じて予知す

るためには，一定の集団を対象に予じめ各種の循環器

検査を実施した上で，それらの対象をもれなく追跡す

るProspective　Studyが心要であるが，実際にはこ

のような調査は対象の把握と追跡調査に多大の時間と

労力を要するため，今日までわが国でも極めて稀れに．

しか行なわれていない4）5）6）．

　著者は一農村地区における6歳以上の全住民を対象

に予じめ循環器検診を実施した上で，4年間にわたり

脳卒中発作者や死亡者の発生状況を追跡調査したわけ

であるが，この場合観察期間中の転出，死亡などによ

る脱落者を考慮して，観察対象は人年（加rson　year）

法によって算出した．

　これによると，6歳以上の全住民の脳卒中死亡率

（対1，000入年）は男子3．0，女子2．1で，これは入口

動態死亡統計からみた福井県および全国の同年齢層に

おける脳卒中死亡率をかなり上廻っているが，これに

は著者の場合脳卒中死亡者を精密に追求している点を

考慮する必要がある．年齢別では男子の60歳以上，女

図17a　耐久消費財の有無と総死亡率および脳卒中死亡率（男女計）
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子の70歳以上で高い死亡率が認められた．また心疾患

による死亡率では男子0．6，女子0．9で男女とも脳卒中

に比べ死亡率はかなり低く，年齢別には高齢者ほど死

亡率の高い傾向が認められた．

　2．脳卒中を正しく診断したり，二型別に分類する

場合には直接診察：による臨床診断や死後の剖検によっ

て死因を確認するのが理想であるが，地理的制約や宗

教的理由から剖検が実施されにくい．そのため著者は

脳卒中を診断した医師に依頼して作成してもらった脳

卒中調査票8）から文部省綜合研究班「脳卒中の分類と

その診断基準」（昭和38年6月）によって分類した．こ

の診断基準は椿9）の述べているように臨床的に区別す

るには種々の困難があるにしても死亡に至るような重

篤な発作では比較的信頼性を持ち得るようである．

　著者の成績では脳出血と脳硬塞の比が1．8：1である

が男子は9：1，女子は1：1．5と男女それぞれの構成

比は全く反対になっていた．ただし分類不明が8例も

あるので，少しは構成比に影響していると思われる．

　勝木1。）は人口動態統計からわが国における脳卒中の

病二二の構成比が昭和26年の34．8：1から昭和37年の

4．3：1に減少しており，また脳出血の減少傾向はとく

に女子，それも比較的若い年齢での減少が著明で，脳

硬塞は50歳以上の高齢層で男女ともに増加傾向が強く

なっていると述べている．勝木ら5）の剖検を行なって

いる福岡県久山町では1：2．3と脳硬塞が多いが，沖

中ら4）の全国17力市町村の成績では1．37：1と著者の

成績に近い比になっている．

　また小町ら11）が秋田地区と大阪地区の脳卒中の構成

比を比較して二二をみとめなかったことから，構成比

に差が出るのは地域差よりも診断方法によるとも考え

られる．

　3．地区住民における脳卒中の成因を疫学的に検討

する場合，検診の受診者と未受診者との聞における諸

要因の差異を比較検討する必要があるが，種々の困難

を伴うためこのような研究はまだ実施されていない，

著者は本研究で受診者と二三二者の死亡状況を比較し

てみたが，総死亡率は未受診者とくに女子の未受診者

に比べて約4．5倍も高率になっており，その差は男女

とも年齢が増すにしたがって大きくなり60歳以上で最

も著明である。脳卒中死亡率についても，総死亡率の

場合と全く同じで，高齢者の受診者は比較的健康なも

のが受診しているように思われる．

　4．わが国における脳卒中患者の実態については従

来多くの報告8）12）13）14）があるが，これらは大部分pre－

valence　surveyであって，脳卒中の発生率に関する

報告はまだ少なく．勝木ら5）の久山町では40歳以上で

木

年聞発生率（1，000対）は男子9．2，女子6．2である．

Eisenberg　15）はMiddlesexの全年齢の男子2．3，女

子2．4の年間発生率であると述べているが，著者の芦

原町では6歳以上の男子4．0，女子3．5と久山町より低

率なのは年齢構成の違いも関係しているものと考えち

れる．またMiddlesexやLos　Angeles　3），　Fra－

mingham　16）の発生率に比べれば，わが国の発生率

はいずれも高率である．また年齢とともに発生率が高

くなり男子では60～69歳の24．3，女子では70歳以上の

26．4が最：高を示している．さらに病二二では脳出血対

脳硬塞の比が1．22：1と脳卒中死亡に比べ脳出血が減

っている．

　5．つぎに昭和37年8月の40歳以上の受診者中より

4年間に起った総：死亡者，脳卒中死亡者および脳卒中

新発作者について当時いかなる成績の区分に属してい

たかを検討して人年（person　year）法を用いそれぞ

れの率を観察：した．

　今回は症例の細分化によって誤差が大きくなるので
　　　　　　　　　ト
病型別の検討は行なわなかった．総死亡率，脳卒中死

亡率および脳卒中発生率とも正常血圧群より高血圧群

が高率となり，とくに男子の脳卒中発生率で最も著明

であった．最大血圧，最小血圧においても血圧群の場

合と同じ傾向がみられたが，男子では最大血圧での脳

卒中発生率の差が最も著明であった．これは諸家の報

告3）5）6）11）とも一致している．

　心電図所見と高血圧症の予後との関連については多

く検討6）17）18）が行なわれており，Berkson　19）は米国

においてリュウマチ性心臓病と脳卒中の関係という意

味で，心電図所見の脳卒中発生に対する意義を強調し

ている．小町ら1Dは左室肥大所見とSTの中等度以上

降下について，勝木5），野尻6）らもやはり左室肥大，

ST・Tの変化と脳卒中発生との関連性を述べてい

る．著者の成績でも心電図異常と脳二二死亡率および

発生率との間に相関が認められ，とくに男子の方で著

明であった．

　また眼底所見と脳卒中発生とはかなり密接な関係5）

6）17）18）があるといわれている．著者の成績では眼底所

見と脳卒中死亡率および発生率の間では明らかな関係

がみられないが，男子の総死亡率ではScheieの2～

3度のものが著明に高率となっていた．和賀井20）は病

院患者を中心に交叉現象の高度の者は軽度の者に比

し，また網膜に出血，白斑を有する者は無い者に比し

有意に高い死亡率を示したと述べている．野尻6）は径

の変化を中心とした高度の交叉現象と有意の関係を述

べているが，眼底所見と予後との関係については更に

検討を加えていく必要がある．
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　Sokolow　17）は比体重や心胸比の大きい高血圧者の

予後は良くないと述べており，またChapman　3）は

比体重大の脳卒中死亡，とくに脳血栓の死亡が高率に

みられたと報告しておるが，勝木ら5）は体重と脳卒中

発生に著差がみられないと述べている．著者は比体重

を男女それぞれ0．37，0．35を境に検討して，男女とも

脳卒中死亡率および発生率に差がみられなかったが，

総死亡では男女とも比体重大の方が高い死亡率を示し

ていた．

　心胸比は53％を境に検討したところ，脳卒申発生率

は男女とも53％以上に高率とな．っていた，

　尿蛋白および尿糖の陽性者と脳卒中発生とについて

は勝木ら5）は有意差を認めていないが，野尻6）は尿蛋

白の有無により脳卒中発生率に有意差がみられると述

べている，著者の成績では男子の場合尿蛋白有無によ

り脳卒中発生率と総死亡率に有意差をみとめた．

　血清総コレステロール値上昇の心疾患発生に対する

意義については多くの報告21）22）23）があり，両者の密接

な関係は一般にみとめられているようであるが，一脳卒

中発生に対する意義については否定的意見3）5）11）がほ

とんどである．また脳卒中山型別にも芸園はみられて

いない．著者の成績でも脳卒中と血清総コレステロー

ルとの関係はみられなかった．

　年齢指標と予後について検討した報告はまだない

が，著者め成績からでは，男子で年齢指標の老けてみ

えるものは若くみえるものや年齢相応に比べて，脳卒

中発生率や脳卒中死亡率が高い傾向がみられた．

　・6．勝木ら5）は高血圧者を心電図所見，眼底所見，

および尿蛋白陽性の有無，いわゆる臓器別血管障害合

併程度に’よって脳卒中発生の危険度を比較して，合併

の増加するほど脳卒中発生の危険度は大となる傾向が

あると述べている．またKannel　16）は高血圧，高コ

レステロールおよび心電図異常を組合せた異常の数に

ついて，合併が多いほど脳血栓が多いと報告してい

るL

著者も勝木らと同様の項目について検討したとこ

ろ，臓器障害合併のあるほど脳卒中死亡率および発生

率は大となった．このことはWHO　24）の行なってい

る本態性高血圧症め病期別診断が高血圧者管理および

予後の点からみて正しいことの裏付けにもなる．

　7．自覚症なし群よりの脳卒中発生率に比べて胸

痛，息切れ・どうき，耳鳴りなどの群がらの脳卒中発

生率は高率となっており，脳卒中死亡率では胸痛だけ

が高率となっていたが，勝木ら5）は頭痛，めまい，手

足のしびれの3つの自覚症状に多発を認めている．

　つぎに既往症なし群の脳卒中死亡率や発生率に比べ

ると，当然ながら高血圧症，心臓病，腎臓病などの既

往者は高率である．Berkson　19）は脳卒中は糖尿病患

者から多発すると述べているが，著者の成績ではまだ

1例もみられない．

　さらに家族歴に脳卒中を有する者からは脳卒中患者

が多発する5）といわれているが，両親の脳卒中，心臓

病および癌の家族歴について著者が検討したところで

はいずれも発生率に著差がみられなかった．

　8．飲酒および喫煙と脳卒中の関係については，

Kannelら16（が多量喫煙者に脳血栓が多いと述べ，勝

木ら5）は喫煙とは関係がみられないが，多数飲酒者に

脳卒中が多発していると報告している．著者の成績で

は20本以上の多量喫煙者に脳卒申死亡率が高く，飲酒

では飲酒しない方に脳卒中発生率の多い傾同がみられ

た．

　食生活面では佐々木ら25）は早くから食糧摂取量と脳

卒中死亡率と相関があると述べている，また児島26）は

秋田県内の市町村別の食塩使用量と脳卒中死亡率の間

に高度の相関関係を報告している．

　著者は塩味の好みについて問診したが，脳卒中死亡

率および発生率とも魚・肉の時々摂取者に高率を示す

ほかは著差がみられなかったので，今後みそ汁や漬物

などについて具体的につっこんだ検討が必要と考え，ら

れる．さらに栄養摂取状況と脳卒中死亡率については

高橋27）が脳卒中死亡者は概して殻類の消費量が大で，

油脂類，乳類，言言等の消費量の少ない国に高い傾向が

みられ，無機質ことにカルシウムとビタミン類の不足

が脳卒中死亡率と関係があると述べている．また児島

26）は栄養摂取状況が比較的良好で，改善速度の早い地

区の脳卒中死亡率は低く，さらに減少しつつあるが，

栄養摂取状況が悪く，改善速度もおそい地区では死亡

率が高く，減少傾向も明らかでないと報告している．

このように栄養摂取全体でみるほかに，時間的要素を

加味した検討が必要と思われる．

　9．生活環境要因として職業，たたみ数，部屋数お

よび耐久消費財の耕うん機，ストーブ，洗濯機，冷蔵

庫，扇風機について検討したが1これらの生活環境要

因の劣わている方に脳卒中の危険度が高い傾向を示し

ている．児島26）は秋田県を経済地帯別に検討して，農

山村・山村地帯に脳卒中死亡率が高率で，しかも死亡

率の減少の傾向も少ないと述べている．Chaplhan　3）

は職業区分から社会経済状態をみてハイクラスの方に

脳卒中死亡率が高いと報告している．社会経済状態の

要因が脳卒中死亡率の高い原因であるか結果であるか

については問題点があると思われる．

　10．表5は各検査項目別にみた正常者と異常者の脳
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表5　各検：査項目別にみた正常者と異常者の脳卒中発生率の比

項 目

高　　血　　圧　　群

最大血圧180㎜Hg以上

最小血圧110鴛姐g以上

心電図異常群
眼　底　2～3　度
血清総コレステロール
2501ng／dl以上
比　　体　　重　　大

心胸比53％以上
尿　蛋　白　陽　性

尿　　糖　　陽　　性

年　　齢　　指　　標

比率

16．1

20．6

9．2

3．4

1．7・

0．97

0．44

2．4

3．9

3．1

1．4

項 目

自 画
れ
り

歯
切
弓

状
息
耳

症覚
ノ
ノ

　
！
　
　

！

既往症高血圧症
病
病
病
む
上
取
い

臓
臓
臓
飲
以
摂

心
腎
肝
旧
記
濃

　
　
　
　
2
時

　
　
　
多
こ
　
味

”
”
”
　
ま
肉

　
　
　
酒
た
魚
塩

比率

3．3

1．7

1．4

13．4

7．6

11．1

2．9

0．56

0．50

14．6

1．7

項 目

牛　乳　毎日飲む
油　　物　　好　　き

ごはん7杯以上
農　　　　　　　’業

1人当り畳数10畳以上

部屋数5室以上
り
り
り
り
り

あ
あ
あ
あ
あ

機
ブん

網
機
業
機

う
ト
濯
海
風

耕
ス
洗
冷
扇

比率

2．0

2．0

0．73

1．5

1．5

0．69

0．47

0．54

0．75

0．41

1．0

卒中発生率の比を一覧表にしたものであるが，これに

よるとどの検査項目が脳卒中の予知に役立つかの検：討

をつけることができる．やはり最も効率のよいのは最

大血圧であって，180mmHg以上のものは149　mm

H：g以下のものに比べて21倍の発生率を示すことにな

魑る．これにつづいては血圧群馬に分けた場合の高血圧

群の16倍，食習慣で魚・肉を時々しかとらない群の15

倍，高血圧既往症の13二等であり酒，たばこ等では逆

に多量の群が0．6倍，0．5倍等になっているのは前述し

たように高血圧症状等のためにこれらのものを控えて

いたということであろう．

総括ならびに結論

　昭和37年8月に福井県下一農村地区における6歳以

上の全住民について循環器検診を実施して，以後昭和

41年7月までの4年間に発生した脳二丁死亡者および

発作者について，丁年法を用いてその検診成績や各種

生活環境要因との関係を検：引した．

　1）　6歳以上の地区全住民2，934入の4年間におけ

る死亡者は男子56人（4．0％），女子52人（3．4％）で

あり，また転出者は男子122入（8．6％），女子159人

（10．5％）を占めていた．

　このうち脳卒中死亡者は男子16入（対1，000人年，

3．0），女子12入（2．1）でかなりの高率になっていた．

年齢別には脳卒中死亡率が男子では60歳以降ジ女子で

は70歳以降に急増する点が注目された．さらに病型別

にみると男子の16例中脳出血が9例，脳塞栓1例，分

類不明6例であり1女子では12例中脳出血4例，脳血

栓6例，分類不明2例が認められた．

　心疾患の死亡者は男子3人（0．6），女子5人（0．9）

であるが，その大部分はうっ血性心：不全で，心筋硬塞

は男女とも1例もみられなかった．

　2）観察開始時における検診の受診者と未受診者の

4年間の死亡率では，未受診者が男子15．3，女子24．9

で，受診者のそれぞれ8．2，5．5に比べて著明に高率と

なった．脳卒中死亡についてみた場合もやはり未受診

者の死亡率が高く，ことに男女とも60歳以上の高年齢

層で著明であった．心疾患をはじめその他の疾患にお

いても脳卒中と同様に未受診者の60歳以上における死

亡率が著しく高くなっていた．

　3）検診受診者からの脳卒中新発作者は男子14入

（対1，000人年，4．0），女子16人（3．5）で，年齢別に

は死亡率の場合と同様男子では60歳以降，女子では70

歳以降で発生率が急増していた，また二型別では脳出

血：脳血栓の比が男子の6：3であるのに対して，女

子では5：6と脳血栓が男子より多くみられた．さらに

脳血栓は脳出血に比べて高年齢層に多く60歳以上が大

半を占めていた．

　4）観察開始時の検診項目別に40歳以上の総死亡者

46人，脳卒中死亡者13入および脳卒中新発作者27人の

発生状況を観察した結果，次のような点が判明した，

　a．血圧群体にはこの3者とも高血圧群の方が正常

血圧群より高い発生率を示しており，とくに男子の脳

卒中発生率で最も著明であった．最大血圧，最小血圧

においても血圧群の場合と同．じ傾向がみられたが，男

子では最：大血圧180mmHg以上の群の脳卒中発生率

が149mmHg以下の群に比べて最も著明な差を示し
て・いた．

　b．心電図では異常群の脳卒中死亡率および発生率

が高率で，とくに男子で著明であった．また眼底所見

と脳卒中死亡率および発生率の間では六戸がみられな

いが，男子の総死亡率ではScheieの2～3度のもの
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が明らかに高率となっていた．

　c．比体重は総死亡率で男女とも比体重大の方が高

率であるが，脳卒中の死亡および発作では差がみられ

なかった，心胸比では男女とも53％以上の群がらの脳

卒中発生率が高率を示していた．

　d．尿蛋白および尿糖については男子の陽性者より

の脳卒中発生率と総死亡率が高く，血清総コレステロ

ール値については脳卒中との関係がみられなかった．

　e．また男子については老けてみえる方が若くみえ

るものや年齢相応のものに比べて脳卒中発生率や死亡

率が高い傾向を示．した．

　f．胸痛，息切れ・どうき，耳鳴りの自覚症状のあ

るものの脳卒中発生率が高率であり，脳卒中死亡率で

は胸痛のある群だけが高くなっていた．

　g．高血圧症，心臓病，腎臓病の既往者はやはり脳

卒中死亡率や発生率が高くなっているが，家族歴につ

いては著差がみられなかった．

　h．食習慣では魚・肉を時4しかとらないものに高

率を示す傾向があり，また生活環境要因の劣っている

ものに脳卒中の危険性の高い傾向がみられた．

　終りに本研究に対し，終始御懇篤なる御指導と御校閲を賜わっ

た重松逸造前教授（現国立公衆衛生院疫学部長）ならびに加藤孝

之助教授に深謝「します．また本研究開始以来変らない御援助と御

協力をいただいた当教室，福井県金津保健所ならびに芦原町の各

位に感謝します．

　なお本研究に対してしばしば御教示と御激励を賜わった本医学

部第二内科学教室村上元孝教授，衛生学教室石崎有信教授に感謝

の意を表します．　　　　　　　　　　　、

　付記：本研究は文部省科学研究費（試験研究）および千代田生

命保険相互会社の社会厚生事業助成金の補助を得た・記して謝意

を表する．（重松逸造）
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                                 Abstract

    The 4 years follow-up from August, 1962 to July, 1966 was performed on the

same subjects reported in part 1.

    The results thus observed were as follows ;
    1) Mortality rate from strokes for4 years was 3.0 (per 1,OOO person-years)

iri males and 2.1 in females. It was observed that mortality rate from strokes

markedly increased above 60 years of age in males or above 70 years of age in
fema1es.

    Mortality rate from strokes of un-examined subjects was extremely higher
than that of the examined subjects, particularly in the 60 years of age and over.
    2) Incidence rate from strokes for 4 years was 4.0 (per 1,OOO person-years)

 in the males and 3.5 in the females of the examined subjects.

    3) The ratio of cerebral hemorrhage and cerebral thrombosis was 1.8:1 in
the mortality cases of strokes and 1.2:1 in the new cases of strokes.

   4) As to 40 years of age and over, the mortality rate from strokes in the
hypertensive group was higher than that in the normotensive group, particularly

marked in males. The subjects with abnormal findings of the electrocadiogram,
proteinuria and glycosuria showed a higher mortality rate from strokes than the

subjects wthout those findings. The difference, however, of the mortality rate
from strokes between the normal and abnormal subjects was not observed in the
fundus findings of eye, body-weight ratio, cardio-thoracic ratio, total seruM chole-

sterol or index of age, respetively.


